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す

町づくり座談会についての意見・提言（座談会アンケートより）

区長さんの発言が多かった。それぞれの区で困っていることで町側の
答えを聞くことは、ほかの参加者にとっても有意義なことだと感じた

座談会への参加者が少ないので、毎年実施する必要はないと思う。３
～４年に一度の割合でよいと思う。参加者がほとんど地区の役員なの
で、直接担当課に行って話すこともできる

一人ひとりの質問時間が長すぎる。各論（区単位の利害）より総論（町
全体）のキャッチボールを

町の将来構想などテーマを決めて討議すれば、多くのアイデアが聞け
ると思う。「こう決まりました」の方法より「こう決めたいけどどうか」
の姿勢を町民は求めている

女性からの意見が少ない。事務局から意見を出していただくよう声を
かけてもよかったのでは

参加された人たちはまじめに町づくりを考えている。広く提案などを
聞き、今後の町政に反映させていく必要があると思う。やる気のある
町にしたい
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